
９ 精神科病院に対する指導監督等について

精神保健福祉施策の推進に当たっては、かねてより人権に配慮した適切な医療・

保護の確保に努めていただいており、厚生労働省としても、近年の精神科病院にお

ける人権侵害事案の発生等にかんがみ、より適正な入院患者の医療・保護の確保を

図るため、都道府県知事等が精神科病院に対して実施した実地指導等を検証する

「精神科病院実地検証」を実施しているところであるが、平成１９年度に実地検証

した結果、一部の精神科病院において、いまだに以下のような事例が見られた。

・病室が男女混合

・専用の面会室がない

・電話の使用時間等が制限されている

・預り金の管理が不適切

・保険金外負担金の徴収が不適切

・任意入院・医療保護入院時の診察・告知行為が診療録等で確認できない

・隔離・身体的拘束の際の診察・告知行為が診療録等で確認できない

また、新聞報道等においても、管理体制の適切さが疑われる事例が、複数報告さ

れている。

精神科病院入院患者の適切な処遇の確保等については、都道府県知事等は、精神

科病院に対する実地指導後の措置として、改善計画書の提出を求めるとともに、提

出された改善計画書の変更を命じ、これらの命令に従わない場合には医療の提供の

全部又は一部の制限ができることとされているところであり、各都道府県等におか

れては、貴管内医療機関に対し実地指導等を実施する際に、精神保健福祉法及び関

係通知（平成１０年３月３日障第１１３号・健政発第２３２号・医薬発第１７６号

・社援第４９１号厚生省大臣官房障害保健福祉部長、健康政策局長、医薬安全局長、

社会・援護局長通知「精神科病院の指導監督等の徹底について」等）の趣旨を踏ま

え、一層の指導の強化を図るようお願いしたい。

併せて、障害者自立支援法による精神保健福祉法の改正に伴い、平成１８年１０

月より、改善命令等に従わない精神科病院の公表制度、改善命令を受けたことがあ

る精神科病院に対する任意入院者の病状報告、任意入院患者の退院制限、医療保護

入院及び応急入院に係る特例措置の導入等が行われたところであり、各都道府県等

におかれては、その適切な運用について引き続き御協力をお願いしたい。
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